
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２４年５月１７日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：東南アジアに生息する希少動物種を飼育している日本各地の動物園と

共同して、23 種の動物種の繁殖生理を内分泌学的に解明し、これらのモニタリングの結果から

繁殖適期を把握した交配と動物園間での個体の移動（ブリーディングローン）の実施、交配適

期における人工授精、雌雄からの配偶子の採取と凍結保存を実施した。本研究の結果、東南ア

ジアに生息する希少動物種の保護・保全（生息域外保全）活動に貢献できる知見をほぼ得るこ

とができた。 
 
研究成果の概要（英文）：The feasibility of using endocrinological technology for imaging 
reproductive physiology of 23 species of endangered animals in Southeast Asia area reared 
in several Japanese zoos was studied. Furthermore, after due consideration of these 
monitoring data the copulation and the individual movement (breeding loan) between zoos 
were executed, and the methods of artificial insemination at the appropriate timing of 
copulation and the freezing preservation of many collected gametes in males and females 
were studied. These findings to contribute to preservation and conservation activity in 
endangered animals of Southeast Asia area were almost obtained in this study. 
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１．研究開始当初の背景 
 ホットスポットとは、「地球規模での生物
多様性が高いにも関わらず、破壊の危機に瀕
している地域」のことである。東南アジア地
域では、インドネシア、フィリピン、中国南

部と中部山岳地帯、カンボジアなど 9 地域も
指定されており、世界のホットスポットの中
で最も深刻化している地域であるといわれ
ている。これらの地域に生息している絶滅の
危険性が高い動物種の例として、スマトラト
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ラ、アジアゾウ、スマトラサイ、ウンピョウ、
オランウータンなどが挙げられているが、い
ずれの種も緊急に保全対策を講じなければ
絶滅する危険性が極めて高いと考えられる。
世界で最も生物多様性が失われつつある東
南アジア地域に生息する希少動物種を保全
するためには、まず自然環境の保護・保全が
重要であるが、各国の政治的状態が、これま
で各地の自然環境保全活動に大きな障害と
なり支障を与え続けてきた。そこでこれらの
希少動物種を絶滅から救うためには、生息地
以外の場所で希少動物の保全を行う「生息域
外保全」対策を行うことが重要となり、将来
生息地に復帰させることができうる希少動
物の数を生息地以外の場所で確保すること
が急務と考えた。 
 
２．研究の目的 
 現在、日本国内の動物園では東南アジアに
生息する希少動物を飼育しているが、それら
の繁殖（出産）は決して多く成功していると
はいえない状況である。しかし、これらの動
物個体を用いて繁殖生理を解明して個体数
を増やすことは、国際的な希少動物の保護・
保全活動、すなわち「生息域外保全」対策に
貢献するため大きな意義がある。そこで、本
研究では、日本の動物園で飼育されている東
南アジアに生息する希少動物種の繁殖生理
とモニタリング、さらには配偶子保存技術の
開発と実施を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 東南アジアに生息する希少動物種を飼育
している日本各地の動物園と共同して、それ
らの動物種について、１）発情周期や妊娠期
間などにおける繁殖モニタリングと排泄物
中のホルモン代謝物の定性、２）１）のモニ
タリングの結果から繁殖適期を把握した交
配と動物園間での個体の移動（ブリーディン
グローン）の実施、３）交配適期における人
工授精、４）雌雄からの配偶子の採取と凍結
保存を行った。なお、各々の動物種によって
飼育されている動物園での研究実施体制が
異なるため、適宜実施可能な園から繁殖モニ
タリングを開始した。 
 酵素免疫測定法により糞中の性ステロイ
ドホルモン含量の動態を調査して、雌雄の繁
殖生理を把握し、さらに各々の繁殖生理状態
に排泄されるホルモン代謝物を高速液体ク
ロマトグラフィーにより定性した。また一方
で、調査期間中に死亡した雄では精巣上体お
よび精管、雌では卵巣を摘出し、雄では精巣
上体尾に貯留する精子を精管側から灌流法
により、雌では卵巣卵胞から切開洗い出し法
により卵母細胞を回収した。回収した精子と
卵母細胞は定法に準じて性状の分析と記録
を行い、良好と判定されたもののみを、近縁

の家畜種や実験動物種の方法に準じて凍結
保存を行った。 
 
４．研究成果 
 研究対象にした動物種は、（アジア）ゾウ、
サイ（インドサイ、クロサイ、シロサイ）、
ネコ科動物（アムールトラ、ユキヒョウ、ペ
ルシャヒョウ、ツシマヤマネコ、チーター、
霊長類（オランウータン、キンシコウ、スロ
ーロリス、フランソワルトン、ダスキールト
ン、シロテテナガザル、ニシゴリラ）、マレ
ーバク、コツメカワウソ、アカワウソ、アジ
アスイギュウ、ローランドアノア、マングー
ス（移入種）、ハイイロオオカミの計 23 種で
あった。研究を着手した当初では、アジアゾ
ウ、オランウータン、サイ、スマトラトラを
含むネコ科動物 7種について行う予定であっ
たが、動物園などからの強い要望があり、よ
り多くの動物種を対象とした。 
 研究対象とした動物種のうち、アジアゾウ、
サイ（インドサイ、クロサイ、シロサイ）、
ネコ科動物（アムールトラ、ツシマヤマネコ、
ユキヒョウ、ペルシャヒョウ、チーター）、
シンリンオオカミ、霊長類（キンシコウ、ゴ
リラ）については、長期間繁殖生理をモニタ
リングすることが可能であったため、各々の
種特有の発情周期、繁殖季節や繁殖様式、妊
娠を確認することができた。 
 すなわち、本研究で判明した各々の動物種
の発情周期は以下の通りであった。 

動物種 発情周期 

アジアゾウ 15.3±0.2 週間 

インドサイ 
47.4±3.2 日間 
（ほぼ不明確） 

クロサイ 21 日間 

シロサイ 不明確 

アムールトラ 39.5±2.6 日間 

ツシマヤマネコ 
黄体期：43～56 日間 
（交尾排卵） 

ユキヒョウ 38.9±10.8 日間 

ペルシャヒョウ 36.8±10.7 日間 

チーター 
黄体期：48.7±5.5 日間
（交尾排卵） 

シンリンオオカミ 91 日間 

キンシコウ 27.5 日間 

ニシゴリラ 27.2±0.2 日間 

また、本研究期間中に妊娠し出産した種の
妊娠期間は、クロサイでは 436、458、474 日
間、アムールトラでは 106.0±1.5 日間、ツ
シマヤマネコでは 63.7±1.8 日間、チーター
では 92.8±0.4 日間、キンシコウでは 249 日
間であった。 
これらの結果を飼育現場である動物園と



 

 

データを共有して、交配、人工授精、ブリー
ディングローンが可能な動物園から実施し、
移動前後の環境の変化が個体に与える影響
について、ストレス指標となる糞中のコルチ
ゾール含量の動態を検討した。その結果、個
体や移動環境により与えるストレスの度合
いが異なることは判明したが、詳細について
は解明できなかった。 

また、スローロリス、フランソワルトン、
ダスキールトン、シロテテナガザル、ボルネ
オオランウータン、コツメカワウソ、ユーラ
シアカワウソ、ビロードカワウソ、マレーバ
ク、アジアスイギュウ、ローランドアノアお
よびアジアゾウの 12 種 20 個体（雄雌各 10
頭）が死亡し、このうち高齢の雌雄各 1頭の
ビロードカワウソとアジアゾウ以外の 16 例
から配偶子が回収でき、それらの性状を調べ
て不良と判定されたスローロリス、ダスキー
ルトン、ボルネオオランウータン、コツメカ
ワウソ、マレーバクおよびローランドアノア
の卵母細胞を除く配偶子を凍結保存した。 
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